
＜修了証書授与式及び入学式を挙行しました＞

　3 年間の研修の締めくくりとなる第 10 回修了証書授与式、

並びに新たな 3 年間の研修の出発点となる第 11 回入学式を

執り行いました。とりわけ、今年は 30 周年の佳節として、

これまでの来し方を振り返り、これからの進むべき道を

指し示していく機会であると捉えています。

　令和8年 9月 26日に本科 10期生 38名、修復専攻科9期生

43 名の修了証書授与式を職人大学校第一実習棟において

執り行いました。式典では、修了証書授与に続いて学校長

坂本の式辞、村山卓市長ならびに坂本泰広市議会議長の祝辞の

あと、修了生を代表して、本科大工科の今村舜さんが答辞を

述べました。

　また、長年の指導に尽力してこられた本科石工科の出口

秀樹氏、清水和彦氏、同じく瓦科の天池満氏、左官科の

平野甚九郎氏、造園科の髙野秀幸氏、建具科の中居克彦氏、

平井靖洋氏、板金科の久野誠氏ら各科講師に、市長から

感謝状が贈呈されました。

　続いて、10月 3日、本科11期生 43名、修復専攻科10期生

43 名の入学式を執り行いました。式典では金沢職人大学校

校長坂本から式辞、村山卓市長ならびに坂本泰広市議会議長

の祝辞のあと、本科造園科に入学する岩本慶二さんから

新入生代表の宣誓が力強く行われました。

　あわせて、宮内庁正倉院事務所前所長の西川明彦氏から

「正倉院のしごと」の演題で記念講演を行っていただき、文化

財を後生へ継承していく重要性を伝えていただきました。

　開校以来 30 年の歳月を経て、関係各位のご尽力により、

修了生総数は本科458名、修復専攻科363名、あわせて821名

となりました。今後は、この修了生が修得した技術を活かす

場づくりを支援する仕組みが必須の課題であります。また、

歴史的建造物の価値付けや適切な修復方法を提案したり、

職人不足の自治体の支援など、様々な方策を講じていく

ことが急務です。

　新たな節目を迎え、私たちは今、多くの課題に挑戦する

重要な局面に立っております。関係の皆さまのご支援を

賜りながら、職員一同、心を一つにして歩みを進めてまいり

ます。（坂本英之）
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職人の技を受け継ぎ歴史・文化を継承する

職 大 だ より
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第 10回修了証書授与式の様子

（本科 38名、修復専攻科 43名修了生が巣立つ）



▲加工体験 ▲座学・指金の使い方

▲小物製作

① ②

④③自然石と接する

部分にチョークが

沢 山 付 い た 柱 の

底部を削って密着

度を確認する

『ひかりつけ』とは、木と木、または木と異なる素材（自然石）をぴったり

合わせる加工技術です。ノミやクチヒキなどの道具を使い手作業で微

調整を重ねながら仕上げていきます。一つの接合部を仕上げるのに何度も

写し取りと削りの作業を繰り返す必要があり、時間と手間がかかります。 



▲左官科 「和風壁と洋風壁」「炉檀」「マーブルテーブル」




